
          

４宮城県岩出山高等学校 第２学年  

    平成２８年１２月  第５号 

◇修学旅行を振り返って◇ 
 この修学旅行を通して，集団行動を学び，人間関係の構築をし，

新しい文化や環境を知ることができて，本当に楽しい思い出になっ

たと思います。親への感謝を忘れずにしましょうね！家族へのお土

産はたくさん買ってきたかな～？ 

 今回の修学旅行はとてもスムーズでした。その理由は，各クラ

ス，担任の先生や添乗員さんの話を良く聞いて，一人ひとりが集団

行動を意識して参加したからだと思います。今回改めて２学年みん

なの真の力を知ることができました。 

 さて，２年生も残りわずかです。楽しく有意義だった修学旅行を

心の励みとし，次は自分たちの進路達成に向け，学年全体で一致団

結していきましょう。 
 

◇就職試験の準備，いつから？◇ 
 いきなりですが，みなさんへ質問です。「あなたはいつから就職

試験の準備を始めますか？」おそらく多くの人は，「本格的な面接の

準備は試験が近くなってから，また，筆記試験の準備は受験する企業が

決まり筆記試験の内容が分かってから」と考える人が多いのではないで

しょうか。 
ではもう１つの質問です。「あなたはいつから部活動の大会に向

けての準備を始めますか？」みなさんの中で，「大会が近くなってき

たら練習する，対戦相手が分かったら練習する」と考える人はいるでしょ

うか・・・。それで試合に勝てるでしょうか。おそらく多くの人は，入

学直後からそれぞれの部活動において目標を立て練習に励み，何ヶ

月もの努力を積み重ねて大会に臨んでいると思います。 
就職試験も部活動の大会と同じです。日々の努力が結果となるの

です。特に学力については一朝一夕に身に付くものではありませ

ん。学校を休まない，一つひとつの授業をしっかり受ける，毎回の

考査勉強に真剣に取り組む，その積み重ねが力となるのです。 

 8:30～ 8:40   SHR 

 8:45～ 9:15   大掃除 

 9:15～ 9:45   容儀指導 

 9:55～10:25 始業式  

10:35～11:05  課題テスト国 

11:15～11:45 課題テスト数 

11:55～12:25  課題テスト英 

12:25～        清掃・SHR 

◇英語の授業での取組み◇ 

 今学期から英語の授業で，アメリカ・コネチカット大学

付属の語学学校に留学している学生との文通を行っていま

す。学生の出身国は，アジアや中東などさまざまです。教

員同士のつながりによりこの取組みが始まりました。人数

の関係上，今学期は渡邊担当のクラスの生徒が，来学期は

髙橋先生担当のクラスの生徒が手紙交換を行います。 

上）本校の生徒が書いた手紙 

下）アメリカから届いた手紙 

《生徒の感想》 
・自分が送った手紙に返事が来て，嬉

しかった。 

・英語で手紙を書くことで，英語の力

がついたことを実感した。 

・日本の事を伝えるために調べ，自分

の国のことをもっと知ることができ

た。他国の文化に興味を持てた。 

・手紙交換で自信がつき，古川で見か

けた外国人と英語で会話をした。 

◇追指導について◇ 
 12/21(水)～1/6(金)まで追指導が行われます。今回の追指導は進級に大

きく関わってきますので，必ず最後まで取り組んでください！ 

◇冬休みの生活について◇                                   
  冬休みの期間は１２月２３日(金)～１月９日(月)までの１８日間に

なります。この１８日間の休みをより良く過ごすために規律ある生活を

してください。 
①この冬休み中に今年１年の自分を反省しましょう。 
 反省をし，２０１７年の目標をしっかり立てて新年を迎えることが大切です。 

②時間の使い方を考え，計画的で規則正しい生活をしましょう。 
 お正月だからと朝起きられない生活はダメ。また，スマホの使用時間を考え生活しよう。 

③学校に登校する際は制服で登校しましょう。 
 部活動や追指導で登校する際には，きちんとした制服で登校！！ 

④冬休みの課題があります。しっかり取り組みテストに備えましょう。    
国・数・英から課題が出ます。休み明けにはその範囲のテストを行います。 

◇1/10（火）始業式の日程◇ 
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